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都道府県別エネルギー消費統計の推計方法変更等に伴う 
温室効果ガス排出量算定値の見直しについて 

 
 

１ 温室効果ガス算定値を見直す理由 

これまで，第２次函館市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（以下，「計画」とい

う。）における温室効果ガス排出量の算定にあたり，経済産業省資源エネルギー庁が公

表する「都道府県別エネルギー消費統計」（以下，「エネルギー消費統計」という。）を

利用していたが，令和６年（2024 年）12 月 27 日付けでエネルギー消費統計の推計方

法が変更され，1990年度まで遡ってこれまでの公表値がすべて改定された。 

このことから，計画を適切に進行管理するため，本市において改定前の都道府県別エ

ネルギー消費統計の数値を基に算定した温室効果ガス排出量（以下，「旧算定値」とい

う。）についても，改定後のエネルギー消費統計に基づいて再度算定を行い，新たな数

値（以下，「新算定値」という。）に改定した。 

 

【推計方法変更の主なポイント】 

 ▶ 家庭の電気エネルギー消費における補正方法の精緻化 

   ※詳細は下記 URLへ 

 https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/energy_consumption/ec002/review.html 

 

２ 温室効果ガス排出量の新旧算定値の比較 

（１）新算定値と旧算定値の相違点 

    新旧算定値の相違点は，温室効果ガス排出量の区分のうち，家庭部門の二酸化炭

素排出量および六フッ化硫黄で，その他の温室効果ガス排出量については相違ない。 

 

（２）温室効果ガス削減率の新旧比較 

    2016年度以降は新算定値の方が低くなる結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※吸収源対策含む

図１　温室効果ガス削減率の新旧比較

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

温室効果ガス削減率（％）

［旧算定値］
6.2 4.9 12.0 13.5 14.4 19.2 23.9

温室効果ガス削減率（％）

［新算定値］
6.2 4.9 11.7 12.9 14.3 18.7 23.1
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https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/energy_consumption/ec002/review.html


（３）温室効果ガス排出量算定値の新旧比較 

    全ての年度で，旧算定値よりも新算定値が高くなる結果となった。 

【1990，2007～2012年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2013～2020年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２　温室効果ガス排出量の新旧算定値比較

　　 ※吸収源対策含む

2013年度

（基準年）
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

旧算定値 2,863,661 2,686,495 2,723,227 2,520,553 2,477,257 2,450,979 2,314,725 2,178,321

新算定値 2,863,694 2,686,533 2,723,254 2,528,651 2,495,547 2,453,554 2,329,060 2,201,914

差（新－旧） 33 38 27 8,098 18,290 2,575 14,335 23,593
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1990年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

旧算定値 2,929,335 2,762,744 2,718,059 2,573,464 2,453,875 2,702,023 2,924,580

新算定値 2,941,345 2,762,760 2,718,076 2,573,490 2,453,905 2,702,042 2,924,613

差（新－旧） 12,010 16 17 26 30 19 33
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（４）家庭部門における二酸化炭素排出量算定値の新旧比較 

    2016年度以降は新算定値の方が高くなる結果となった。 

【1990，2007～2012年度】 
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図３　家庭部門における二酸化炭素排出量の新旧算定値比較

2013年度

（基準年）
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

旧算定値 703,507 739,022 685,430 707,361 686,806 628,539 641,948 583,956

新算定値 703,507 739,022 685,430 715,449 705,076 631,111 656,266 607,522

差（新－旧） 0 0 0 8,088 18,270 2,572 14,318 23,566
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旧算定値 563,959 683,552 681,279 597,073 575,487 675,782 757,650

新算定値 575,672 683,552 681,279 597,073 575,487 675,782 757,650

差（新－旧） 11,713 0 0 0 0 0 0
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（５）六フッ化硫黄排出量算定値の新旧比較 

    全ての年度で，旧算定値よりも新算定値が高くなる結果となった。 

【1990，2007～2012年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2013～2020年度】 

 

図４　六フッ化硫黄の新旧算定値比較

2013年度

（基準年）
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

旧算定値 1,038 990 941 1,032 903 849 847 815

新算定値 1,071 1,028 968 1,042 923 852 864 842

差（新－旧） 33 38 27 10 20 3 17 27
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1990年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

旧算定値 17,769 1,471 1,524 1,236 1,057 1,290 1,235

新算定値 18,066 1,487 1,541 1,262 1,087 1,309 1,268

差（新－旧） 297 16 17 26 30 19 33
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